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成 果 の 概 要 

講演題目「Higgs-R²インフレーションにおける原始ブラックホールの

生成と存在量」 

[研究概要] 原始ブラックホールとは暗黒物質の候補の一つであり，特

に初期宇宙の間に形成されたブラックホールです．Planck 衛星の最新

の観測結果と整合性の高い初期宇宙での加速膨張であるインフレーシ

ョンとして，Higgs-R²インフレーションが提唱されております．その

Higgs-R²インフレーションにおける原始ブラックホールの生成に関

して，ポテンシャルの形状を示し,宇宙の大きさを表すスケールファク

ターや宇宙膨張率であるハッブルパラメータを導出しました．さらに，

原始ブラックホールの生成条件や存在量などを解析して議論を行いま

した． 

[研究結果] Higgs-R²インフレーションにおけるポテンシャルの形状

を調べるために３次元グラフを作成しました．さらに，Chaotic New 

Inflation と Higgs-R² Inflation との比較を行いました．前者では始

めは急激に増加し，途中で一度増加率が減少しその後再度急激に増加

していることが明らかになり，後者では時間が経つにつれ指数関数的

に増加していることが示されました．これらの結果は先行研究と一致

しております．Higgs-R² Inflation での原始ブラックホールの存在

量は，パワースペクトルや自由度，収縮効率の値により導出されま

す．Higgs-R² Inflation における原始ブラックホールの存在量や予測

量のグラフを作成するまでには至りませず，その原因として計算する

際の初期値や python で作成したコードが主な原因と考えられます．

今後は原因の詳細を突き止め，解析結果をグラフ化して Chaotic 

Inflation での PBH の予測量と比較して参ります． 

 

 


